
道路構造令等の法令を参考に色別区分した傾斜区分図を表示 

地図コンテンツを利用し、避難可能な傾斜方向、被災影響を避けるための高台方向を確認 

選定した避難所を主たる避難所として 3 箇所まで登録 

＜必要なデータを必要なだけインポート＞ 

・パソコン用外部 GIS（DocuMap feel）からエクスポートされたデータをクラウドインポート 

することでデータ登録可能 

・個人でのクラウド利用の他、公共機関用の常設クラウドポータルサービス（有償）も準備 

※個人でクラウド利用する際のデータ保存期間はエクスポートしてから２４時間 

※公共機関用ポータルサービスを、本件では試験的に神奈川県鎌倉市避難所データで仮実施 

＜救難用ツール＞ 

・連続点灯・消灯をコントロールする懐中電灯機能、最大音量で鳴るブザー機能をツールとして実装 

・通常使用の他、救助が必要な時には光と音で自分の居場所を周囲に知らせることが可能 

<アプリ入手方法> 

・Google Play から「DocuMap」で検索、または下記 QR コードからアプリをインストール 

傾斜区分図（サンプル） 

Google Play 

傾斜区分図の凡例 
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